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取締役 水野 修

証券コード：6826
1

1Qの生産･販売の抑制が奏功
円高を除けば単独2Qの黒字化を達成

1. 20/上の実績
2

1Qの生産･販売の抑制により､実需とのリンクが実現
円高を除けば、2Q(単独)黒字化

単位:百万円、( )内 利益率

◆為替(期中) 1$=108円 106円
(期末) 1$=108円 106円

107円
106円

20/上
予想 実績

6,700 6,750

▲224
(▲3.3%)

▲238
(▲3.5%)

▲63
(▲0.9%)

▲95
(▲1.4%)

▲53
(▲0.8%)

▲65
(▲1.0%)

20/1Q 20/2Q
実績 実績 為替影響等 実質

売 上 高 3,120 3,630 ｰ 3,630

営業利益 ▲194
(▲6.2%)

▲44
(▲1.2%)

▲30 ▲14

経常利益 ▲63
(▲2.0%)

▲32
(▲0.9%)

▲50 +18

純 利 益 ▲53
(▲1.7%)

▲12
(▲0.3%)

▲20 +8
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単位:百万円
( )内 19/1-3Qを100とした指数

通信

車載

民生

情報S

その他

FA

3,773 3,605
(96)

3,120
(83)

355万個

2-1. 20/上 分野別販売状況
3

3,630
(96)

295万個 215万個

在宅勤務化により国内外でFTTH
需要が再来、今後も需要拡大を期待

急回復には至らず、各社在庫調整中
地域･業種･顧客ごとに斑模様

中国工場の再開に合わせ急回復
他地域もそろり回復

在宅勤務化で、案件打合せ遅延
デマンドは拡大、下期での期待分野

顧客の操業度に合わせ、徐々に回復
年内の指数100への戻しは難

1Qの生産･販売の抑制により、2Qにて実需との同期が実現
車載･通信･情報システムが回復を牽引

280万個
(63)

(83)
車載カメラ用数量

(107) (109)(107)

(121) (111) (120)

(75)

(83)

(65)

(84)

(112)

(91)

(102)

【上期の分野別景況】

19/1-3Q
(平均)

2-2. 20/上 経常利益の推移(19/4Q~20/2Q)
4

為替
(営業外)
+110

コネクタ
減販他
▲140

19/4Q

▲76
(▲2.1%)

20/2Q

情報S
増益
+25

助成金
支給額
の減少

▲60

2.0%)
▲63

(▲2.0%)

20/1Q 31百万円 増益13百万円 増益

2Qは実需と同期した生産･販売で黒字化
→円高分で残念ながら▲32百万円へ

情報S
減益
▲60

コネクタ
増販他
+105

助成金の
利用
+100

為替
(営業外)

▲40

実需と同期した生産･販売が回復
→黒字化

実需減を予測し、生産･販売を抑制
＝流通在庫を適正化

→ 助成金で赤字幅を縮小

単位:百万円
( )内 利益率

▲32
(▲0.9%)



3-1. 20/下 分野別販売動向
5

(19/1-3Q=100) 1Q=83 → 2Q=96 → 3Q=97 → 4Q=108

ICTインフラ投資の継続に加え、
5G投資が加わり活況

3Q=在庫調整局面など斑模様が続く
4Q=中国EV/電子部品･材料への投資に注目

コロナ前に回復、N社も在庫圧縮ができ復調
次世代デジタルカメラ向けも本格納入

ニューノーマルに向けたICT投資が拡大
Society5.0/DX等新ビジネスが本格スタート

回復が最も緩やかな分野
大きな回復は期待せず
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20/3Q20/4Q19/1-3Q
(平均)

20/1Q･2Q 20/3Q･4Q
(見込)

6,750

3,120
(83)

3,630
(96)

3,670
(97)

4,080
(108)

1,427

656

2,014

1,433

1,108

7,750

1,620

750

2,660

1,380

1,200

(93)
(100)

(100)

(119)

(86)
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(100)
(123)

(113) (121)

(63)
(83)

(109)(107)

(111) (120)

(65)

(84)(91)
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上期 下期

単位:百万円
( )内 19/1-3Qを100とした指数 【下期以降の分野別予測】

20/4Q頃に前年並みへ回復

3-2. 20/下 経常利益見込み(20/上比較)
6

上期赤字を吸収し、通期経常黒字(1.2億円)を見込む

◆為替(1$=)
期中:107円
期末:106円

期中:105円
期末:103円

コネクタ
増収増益

+350

▲95
( 1.4%)
▲95

(▲1.4%)

合理化
経費節減等

+60

20/上

215
(2.8%)

20/下

為替
▲100

助成金
支給額
の減少
▲100

情報S
増収増益

+100
営 業：▲40
営業外：▲60

単位:百万円
( )内 利益率

通期経常利益
120
(0.8%)



4-1. 20年度 通期業績予想
7

営業利益での収支均衡･純利益の黒字を予想

◆為替(期中)
19年度
1$=109円

20/上
107円

20/下
105円

20年度予想
106円

前年比

売 上 高 14,923 6,750 7,750 14,500 ▲2.8%

営業利益 237
(1.6%)

▲238
(▲3.5%)

238
(3.1%)

0
(0.0%)

ー

経常利益 157
(1.1%)

▲95
(▲1.4%)

215
(2.8%)

120
(0.8%)

▲23.7%

純 利 益 43
(0.3%)

▲65
(▲1.0%)

115
(1.5%)

50
(0.3%)

+14.7%

単位:百万円、( )内 利益率

4-2. 20年度 年間配当 / 配当方針
8

来期以降の回復を見込み､7円を予定
配当利回り1%程度を想定

◆2020年度 年間配当

1株当たり 7円
対 象：21年3月末の株主様

◆配当方針
○ 総還元性向30%を基本とする
○ 業績見通しの変動などにより、配当性向 < 25%と

見込まれる場合に､自己株式取得を検討する



IRに関するお問い合わせ先

本多通信工業株式会社
経営企画グループ
TEL : 03-6853-5820

URL : https://www.htk-jp.com/

9

参考.コネクタ事業 連結受注推移
10

1Q 2Q 3Q 4Q 年間

2020年度
前期比 -10 +11 － －

－

前年同期比 -18 -8 － －

1$= 108円 106円

2019年度
前期比 +4 -1 -3 -4

-14
前年同期比 -20 -16 -12 -5

1$= 110円 107円 109円 109円 109円

実勢為替レートで算出


